
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１年目の安城市 
冬・・・安城市に引っ越してきた私は、早速転⼊⼿続

きにやって来ました。厚⼿のジャケット、⼿袋、マフラーをロッカー
に預け、窓⼝に向かいます。庁舎は暖かくて快適。ホットドリンク
を飲めるスペースも発⾒しました。帰りに寄ろうかな。ここは駅が
近いので、仕事の帰りに寄ることもできそうです。 
春・・・愛⽝と暮らし始めた私は、⽝といっしょに市役所へ愛⽝
登録の⼿続きに来ました。愛⽝を⼊⼝の専⽤スペースにつなぎ
市役所に⼊ると、きれいで明るいエントランスが私を迎え⼊れて
くれました。窓⼝の場所は、⼊⼝の⼤きな案内板ですぐに分か
りました。窓⼝へ向かおうとすると、花粉除去設備があって、花
粉症の私にはとてもありがたいです。⼿続きが終わったら、愛⽝
といっしょにテラス席のあるカフェでお花⾒しよう。 
夏・・・七⼣まつりでは今年から市役所が新たに開放され、涼み
に来る⼈がたくさんいるようです。⾏ってみると、市の特⾊を知る
ことのできるイベントコーナーや⼦どもたちの⾃由研究、絵画が
並び、和やかな雰囲気。涼しく広い新庁舎で、職員のみなさん
が溌溂としている様⼦を⾒て、元気をもらうことができました。 
秋・・・イチョウ並⽊の葉がヒラヒラと落ちるのを横目に、今⽇も
市役所へ。今⽇の目的は旬の安城野菜を買うことです。まずは
カフェで⼀息。その後、たくさんの野菜を買って帰ります。安城を
ふんだんに感じられる夜ご飯を愛⽝と⾷べるのが楽しみです。 
フリー・・・春の晴れた午後、⼩さな⼦どもを連れて、公園の池
に⾏きました。そこにはキッザニアのような⼦どもの国のゲームや 
遊び道具がたくさ
んありました。みん
なに、こんなおもし
ろい物があったん
だよと⾃慢げに話
し、みんなの中⼼
になりました。 

オレ、新庁舎なんだけど  
今⽇もいろんなヤツ来たわ!! 

朝・・・早く起きちゃった。こんなに早く会社⾏ってもなあ。あれ、
市役所が開庁前に待ち合いスペースだけ開放中だわ︕朝ご飯
⾷えるとこもあるやん︕シャケ定⾷350円︕ご飯おかわり無料!!
あー市役所始まってきた。お⼦さん連れのママさんだ。キッズスペ
ースで⼦どもも楽しそう。賑やかー。はあ、職場向かうか・・・ 
昼・・・もう昼。昼休
み中に必要な書類を
発⾏しないとな…。
無⼈発⾏で早く⼿続
きできるので、先に空
腹を満たそう。種類が 
豊富な購売には、今⽇も好物のサラダチキンバーガーがある。 
でも今⽇は、⾷堂に⾒知った顔がいるから、僕も同じ物を⾷べ
るか。広い⾷堂だから、話しながらご飯を⾷べれてありがたいな。 
⼣・・・今⽇もこんな時間。新庁舎は⻄⽇の差込みに配慮され
仕事に集中できる。⼀般者が減ると職員がミーティングスペース
に集まり、今⽇の反省や明⽇の予定を話している。雑談も⼤
事な情報交換の場。市⺠もうるさく⾔わず⾒守ってくれている。 
夜・・・⼈⽣が不安な受験⽣は、学校帰りに市役所屋上テラス
のイルミネーションに惹かれて夜の市役所に⼊ると、交流スペー
スに友達がいるのを発⾒。友達に⼈⽣相談をしたあと、隣の個
室で勉強したが、すぐに切り上げイルミネーションに向かった。 
フリー・・・ブラジルから⽇本に来て 2 ヶ⽉で旦那が死んだ。お⾦
もなく帰国もできない。２才の⼦と⾚⼦を抱いて外を彷徨って
いた時、ポスターが目に。「相談してください、命を絶つ前に。」
⾃然と⾜がそこに向かう。職員が個室に案内してくれた。暖かな
配⾊の部屋、⾃国の⾔語を話せる相談員。気が緩んだのか目
眩がし、横になれる場所へ運ばれた。本当にありがとう。あの時
相談できる場がなければ、私たちの命は無かったかもしれない。 

令和 6年度 みんなで語ろう！ 
未来庁舎クリエイティブラボ 

未来の庁舎 
研究室 ② 

DAY2テーマ： つくろう！過ごし方の物語

NEWS LETTER 

未来の庁舎、どんな使い方・過ごし方をしてみたい？ 
12月8 日(日)の午後、へきしんギャラクシープラザ（文化センター）

で庁舎整備に向けてざっくばらんに語り合う創造的な対話の場 
（クリエイティブラボ）「未来の庁舎研究室」第２回を開催しました。
参加者は、市民及び職員で 22 名でした。 
前回のふりかえりや軽いアイスブレイクのあと、担当課から市民

アンケートの結果報告や他市庁舎の事例紹介がありました。続いて
グループごとに、未来の庁舎で、誰が？どんな？過ごし方をしたいか
様々なシーンを思い浮かべてアイデアを書いた付箋を共有した後、
それらのシーンをつなぎ合わせ、班で 1 つの「物語」を紡ぎ合わせ
朗読。素敵な情景が目に浮かぶ感動的な発表会になりました！ 
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＊以下は、各グループの作成した物語の「短縮版」です。 グループワーク（シナリオライティング） 
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私が⾃慢できる新庁舎 

朝・・・早起きしたので早めの出勤。若者がマラソンで
気持ちよさそうに汗を流し、⽼夫婦が楽しそうに散歩をしてい
る。動物、紅葉を⾒ている⼦どもとお⺟さん。カフェではサラリー
マン、OLが出勤前にコーヒーでリラックス。素敵な時間に感謝♡ 

昼・・・やっとお昼
になったけど、まだ
まだやってくる⼈が
いっぱい。マイナン
バーカードの⼿続
きに来た⼈は「ラ
ンチしていこう」とカ
フェに⼊って⾏きま 
した。近くの会社員もランチに来ています。カフェは広いスペース
があるので⼈気です。ランチのあとは Web 会議。今⽇のブース
はどこだったっけ︖準備万端︕紙の資料もいらないしね。 

フリー・・・庁舎に来た学⽣が⼊⼝のモニターに目的を⼊れてい
ると、⽇本語がおぼつかない外国⼈が声をかけた。学⽣が案内
図の⾔語を変えると外国⼈は嬉しそう。学⽣が、⽵飾りを作り
願いごとを書いている⼦どもたちの⽅を指さし「⼀緒に願いごと
書きませんか」と⾔うと、外国⼈は「安城市のみなさん、よろしく
おねがいします」と書いた。学⽣は「願いごとじゃないよ」と笑った。 

⼣・・・家に帰るのはまだ早いので、カフェでコーヒー飲みながら本
を読んで休憩しよう。結構集まってるナ、ここは落ち着けるナァ︕ 

夜・・・庁舎の 1 階には⼼地よい⾳楽が流れ、仕事帰りであろ
う会社員が作業をしています。近くの公園には屋台も出ており、
明るい空間が広がっています。「私も散歩してから帰ろうかな」
「来週の⾦曜⽇は屋上でビアガーデンだったっけ…」。 

フリー・・・今⽇も初めて市役所に来た若者や外国⼈など、いろ
んな⼈が、⼤きなインフォメーションモニターのおかげで迷わずに
⽤事を済ませられていたなぁ。待ち時間に七⼣まつりの短冊に
願いごとを書いている⼈もいたなぁ。あっ︕終電の時間だ︕でも
駅に直結した庁舎だし急げば間に合いそう。明⽇もがんばろう。 

発行・問合せ 
安城市 資産経営課  

TEL：0566-71-2210  (直通)  
0566-76-1111（代表） 

※8:30～17:15（土日祝日を除く） 

ひとことアンケートより いろいろな年代の⽅と⾃然に意⾒交換できてよかった
です／⾃分の⽴場以外からの目線で、未来の庁舎について考えることができた／
みんなの理想が違って、物語ごとに違う視点があって⾯⽩かったです︕／アイデアを
物語にすることでイメージが湧き、夢がふくらむなーと思いました／職員のためのもの
ではなく、市⺠のためのものであるべきと感じた／庁舎を考えるのがすごく夢のあるも
のだと実感しました。安城がもっと好きになるきっかけになった ほか 

3留⼥⼦⾼校⽣の⽇常（中退） 

フリー・・・休⽇に市役所に来た。広々した癒しの空
間、⼿⼊れされた植物にほっとする。起業を目指す⼈がレンタル
スペースで活動しているのを⾒ると、⾃分も頑張ろうと思える。
外へ出ると、屋外スペースでイベントをしている。免許とったら、
⾞で来よう。広々とした駐⾞場なら、免許取り⽴てでも安全︕ 

春・・・満開の桜の下で⼈々が賑わい、笑い声が響く。出店で
買ったものを⾷べながら談笑する⼈たち。窓の向こうの楽しげな
雰囲気に時折目を向けながら、教科書とノート、パソコンを真
剣にみつめる学⽣たち。「よし︕あともう少し頑張ろう。」 

夏・・・今⽇も信じられない暑さの中、学校が終わってから何処
か静かな所で勉強したいなと新しい庁舎に向かう。そこは沢⼭
の⽊陰があって⾞にもやさしい。中に⼊ると涼しい風が流れて、
ゆとりのあるスペースで⾝体を休められる。私は好みのスペース
で友達と勉強に打ち込めた。もう家に帰りたくないなぁー。 

秋・・・市⺠ギャラリーへ友⼈の作品を⾒に来た。隣の屋外イベ
ントスペースではビアガーデンが開かれ、サラリーマンたちが賑や
かに笑い声を上げている。ふと⾜元の鉢植えに目が留まる。 
⼤きく育った「新⾼

に い た か

」という梨の⽊の果実は⾷べ頃に⾒えた。 

冬・・・今年こそは⼤学⽣に…そんな気持ちを秘めて庁舎の勉
強スペースへ。ここに来て暖かい飲み物をもらうと、⾃然とやる気
が出て⼼は暖かくなる。夜、⼩学⽣が階段をかけ上がり、⺟を
呼ぶ声が聞こえた。そうか、この時期は天体観測ができたっけ。
⼩学⽣も明るく上を向いているのだ。私も、諦めず頑張ろう。 

フリー・・・⾚信号を⾒つめる 3 留⼥⼦⾼⽣の目に映るのは、1
つの⼤きなプロジェクトだ。信号が替わり彼⼥は⼒強くアクセルを 
踏み駐⾞場に⾞を進めると驚い
た。駐⾞場があまりにも広⼤だっ
たのだ。時間が経ちトイレに⼊る
と、さらに呆気にとられた。あまり
にもキレイだったのだ。彼⼥は満
⾜して、プロジェクトに必要不可
⽋だった DIY をせずに帰宅した。 
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